
退職予定隊員４１人に再就職教育
同
駐
屯
地
所
在
の
第
３
４
普
通
科
連
隊
と
第
３
普

務
を
行
う
企
業
を
訪
問
し
、
自
衛
隊
か
ら
再
就
職
し

に
お
い
て
「
陸
士
就
職
補
導
教
育
」
を
実
施
し
た
。

と
も
に
、
併
せ
て
民
間
企
業
の
職
場
を
実
際
に
訪
問

静
岡
地
本
は
、
再
就
職
す
る
隊
員
に
対
し
、
面
接

等
の
練
習
や
企
業
情
報
の
適
切
な
提
供
を
実
施
す
る

参
加
し
た
隊
員
は
、
今
後
の
進
路
選
択
の
参
考
に

助
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
。

通
科
直
接
支
援
中
隊
か
ら
、
平
成
３
０
年
度
任
期
満

し
て
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
で
は
、
警
備
・
輸
送
業

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
板
妻
駐
屯
地
（
御
殿
場
市
）

こ
の
教
育
は
、
部
外
教
官
等
に
よ
る
雇
用
・
就
職

い
た
。

・
援
護
状
況
の
説
明
や
職
業
適
性
検
査
等
の
実
施
と

了
退
職
予
定
隊
員
な
ど
４
１
人
が
参
加
し
た
。

た
社
員
か
ら
業
務
内
容
な
ど
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

と
と
も
に
、
隊
員
の
希
望
に
沿
っ
た
再
就
職
へ
の
援

己
１
等
空
佐
）
は
、
５
月
１
５
日
（
火
）
か
ら
１
８

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克

県内の若者が海自ヘリで房総半島と東京湾を上空から満喫
に
参
加
者
を
引
率
し
た
。

説
明
を
受
け
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
、
救

衛
隊
館
山
航
空
基
地
（
千
葉
県
館
山
市
）
で
行
わ
れ

同
基
地
に
到
着
後
、
参
加
者
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭

終
了
後
、
参
加
者
は
「
ヘ
リ
を
操
縦
す
る
自
衛
官

人
ず
つ
搭
乗
し
、
離
陸
し
た
。
機
体
は
時
速
１
７
０

活
用
し
、
自
衛
官
を
目
指
す
若
者
た
ち
に
夢
や
意
欲

ら
整
備
工
場
内
で
整
備
中
の
同
型
機
を
間
近
で
見
学

校
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
」
と
熱
意
あ
る
抱
負
を
語

衛
官
を
目
指
す
若
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

イ
ン
ロ
ー
タ
ー
の
回
転
で
強
風
を
起
こ
し
な
が
ら
エ

自
衛
官
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
た
」「
こ
の
フ
ィ
ー
ル

の
新
緑
や
東
京
湾
の
青
さ
を
満
喫
し
て
い
た
。

を
支
援
し
て
い
く
。

史
料
を
見
学
し
、
海
上
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
自
衛
官
の
職

た
Ｓ
Ｈ‐

６
０
Ｋ
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗

乗
時
の
注
意
事
項
や
フ
ラ
イ
ト
経
路
な
ど
に
つ
い
て

己
１
等
空
佐
）
は
、
５
月
２
６
日
（
土
）、
海
上
自

静
岡
県
内
か
ら
は
２
１
人
が
参
加
し
た
。

深
め
た
。

プ
ロ
ン
地
区
に
駐
機
し
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
３

場
を
若
者
が
実
際
に
体
験
で
き
る
機
会
を
積
極
的
に

着
陸
後
、
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
説
明
を
聞
き
な
が

ド
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
防
衛
大
学
校
入

こ
れ
は
、
将
来
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
自

命
胴
衣
を
装
着
。
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
き
、
メ

の
姿
を
見
て
、
私
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
立
派
な

ｋ
ｍ
で
約
１
５
分
間
飛
行
し
、
参
加
者
は
房
総
半
島

を
与
え
る
よ
う
な
広
報
活
動
を
実
施
し
、
夢
の
実
現

す
る
と
と
も
に
、
史
料
館
で
は
基
地
の
沿
革
な
ど
の

っ
て
い
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克

エアクッション艇に搭乗し、駿河湾に停泊中の輸送艦「しもきた」艦内に進入
こ
れ
は
、
将
来
自
衛
官
を
目
指
す
若
者
な
ど
を
対
象
に
海
上
自
衛
隊
が
行
っ
た
も
の

会
話
も
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
音
を
轟
か
せ
、Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
は
空
気
を
下
に

Ｃ
Ａ
Ｃ
」
の
体
験
航
海
及
び
輸
送
艦
「
し
も
き
た
」
の
艦
内
見
学
に
参
加
者
を
引
率
し

明
を
受
け
た
後
、
体
験
航
海
に
移
行
す
る
た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
耳
栓
を
装
着
し
て

い
た
が
、
実
際
に
乗
っ
て
み
る
と
意
外
と
揺
れ
も
な
く
、
音
も
大
丈
夫
だ
っ
た
」「
船

せ
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、
一
気
に
上
甲
板
へ
。
そ
び
え
立
つ
艦
橋
と
３
６
０

員
の
健
康
管
理
や
不
慮
の
負
傷
に
対
応
す
る
手
術
室
、
長
期
間
の
航
行
中
で
も
治
療
で

活
用
し
て
、
平
和
を
仕
事
に
す
る
自
衛
官
の
魅
力
を
発
信
し
、
自
衛
官
を
目
指
す
若
者

参
加
者
が
集
合
し
た
今
沢
海
岸
の
は
る
か
沖
合
の
輸
送
艦
か
ら
発
進
し
た
２
艇
の
Ｌ

向
け
て
出
発
。
約
１
５
分
後
、「
し
も
き
た
」
艦
尾
の
ド
ッ
ク
に
入
庫
し
た
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

様
子
で
あ
っ
た
。

関
心
を
示
し
て
い
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
５
月
２
７
日

た
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
左
右
に
あ
る
臨
場
者
席
に
乗
り
込
ん
だ
。

（
日
）、
今
沢
海
岸
（
沼
津
市
）
で
行
わ
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
艇
「
Ｌ

Ｃ
Ａ
Ｃ
が
海
岸
砂
地
に
上
陸
。
参
加
者
は
、
乗
員
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
特
徴
や
概
要
の
説

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
海
岸
に
近
づ
い
て
く
る
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
音
の
大
き
さ
に
驚

か
ら
、
参
加
者
は
「
し
も
き
た
」
艦
内
に
移
動
。
乗
員
に
よ
る
誘
導
で
大
型
車
両
も
載

そ
の
後
、
甲
板
上
の
荷
揚
げ
作
業
や
ヘ
リ
の
管
制
を
統
制
す
る
揚
塔
管
制
室
や
、
乗

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
官
が
働
く
現
場
を
直
接
見
学
で
き
る
機
会
を
積
極
的
に

で
、
静
岡
県
内
か
ら
は
１
７
人
が
参
加
し
た
。

噴
出
さ
せ
な
が
ら
浮
上
し
、
海
岸
か
ら
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
一
路
、「
し
も
き
た
」
へ

に
隊
員
の
治
療
や
看
護
を
す
る
衛
生
と
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と

度
一
望
で
き
る
広
大
な
甲
板
か
ら
の
絶
景
に
、
参
加
者
は
目
を
丸
く
し
て
驚
い
て
い
る

き
る
歯
科
室
な
ど
を
見
学
し
た
参
加
者
は
、
充
実
し
た
艦
内
の
設
備
に
そ
れ
ぞ
れ
高
い

の
志
願
確
保
に
努
め
て
い
く
。

し
よ
う
と
、
終
始
真
剣
な
面
持
ち
で
教
育
を
受
け
て


